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「勇気」とは「リスク」を知ることッ！ 
「リスク」を我が物とすることじゃあッ！ 
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組
み
上
げ 

【STEP1】 
仕様分析 

【STEP2】 
利用状況分析 

機能・状態に着目した仕様再構成 

目的機能情報付与 

【STEP3】 
テスト設計方針～テスト観
点最上位レベル明確化 

【STEP5】 
安全性・生産性・信頼性 

リスク＆テスト観点段階
的明確化 

2 

全体構造明確化 

（構成要素） 
全体ふるまい明確化
（状態遷移+条件） 

【STEP4】 
有効性領域 

全体構造～個別要素 

テスト観点段階的明確化 

個別要素明確化～統合化検討 

+全体構造との整合確保 

個別状態遷移 
個別構造明確化 

構成要素 

テスト詳細設計 

テストケース導出 

Yuki Da RMAの足あと 
【視点】利用者の立場から 

【視点】製品構成要素・構造・機能から 

個別機能 

システム機能 

（ラルフチャート） 

Copyright © Yuki Da RMA , All Rights Reserved 



【STEP1】仕様分析：要求仕様の再構成 
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【STEP2】利用状況分析 

【STEP3】 テスト設計方針～ 
テスト観点最上位レベル明確化 

どんな利用者が、 

どんな用途で使い、
どうなればよいの
かを想定 



テスト設計全体像 

視点 

 

テストレベル 

 

製品リスク 

 

状態・振る舞い 

 

機能 
 

構造・データの流れ 

【対象】 
システム 

 

シナリオレ
ビュー 

    + 

ユーザシナリ
オを中心とした
システムテスト 

【対象】 
統合機能・複
数機能 

 

統合機能テス
ト 

【対象】 
単機能 

 

単機能テスト 

Copyright © Yuki Da RMA , All Rights Reserved 4 

網羅＋個別特徴（構造など）のピンポイント 

有効性領域のテスト設計 
安全・生産・信頼性 

領域のテスト設計 

厚み・ピンポイント 



状態＋振る舞い（１）： 
ポット全体の状態遷移と振る舞いを分析 

利用者から 

製品全体の振る舞いを見る 

おぐチャート 
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状態＋振る舞い（２）： 
機能レベルの状態遷移を分析 

【STEP4】  

構成要素・構造・機能から 

個々の状態と振る舞いを見る 



構造・データの流れ（１） 
ポット全体の構成図 
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MAQ 
チャート 

構造・データの流れ分析（２）： 
単機能／複数機能における基本
的網羅確認＋特徴に対する確認 

上記からテスト目的⇒テスト技法へ展開 

【STEP4】  



ラルフチャートによる個別機能～システム全体の目的機能要因の明確化 
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今回はテストケースの無駄な重複防止を目指しておぐチャート（状態遷移・振る舞い）ベーステスト
設計結果、およびMAQチャート（構成要素・単機能・機能連携）ベースのテスト設計結果から当ラ
ルフチャート結果を参照して網羅を確認→不足があれば追加する対応を行った 
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個別機能 

統合機能 

統合機能 

個別機能 

統合機能 

システム全体 

【STEP4】  



安全性・信頼性・生産性リスクの具体化 

 →テストすべき事項・テストタイプ／テストレベルへ 
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スープカレー表 

要求仕様項目それぞれが持つリスクに
対して構造ベースのテストで確認 

【STEP5】  
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